
問題だと感じる（「とても感じる」と「まあ感
じる」の合計）人の割合は、60歳以上の高齢
者全体では2割に満たなかったが、単身世帯で
は4割を超えている（図1－2－6－19）。

（6）高齢者の自殺
平成26（2014）年における60歳以上の自殺
者数は10,290人で、前年から各年齢階層とも減
少している（図1－2－6－20）。

図1－2－6－17 　�東京23区内で自宅
で死亡した65歳以
上一人暮らしの者
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資料：東京都福祉保健局東京都監察医務院「東京都23区内にお
ける一人暮らしの者の死亡者数の推移」

図1－2－6－18 　�単身居住者で死亡か
ら相当期間経過後に
発見された件数
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※（独）都市再生機構が運営管理する賃貸住宅で、「団地内で発
生した死亡事故のうち、病死又は変死の一態様で、死亡時に
単身居住している賃借人が、誰にも看取られることなく賃貸
住宅内で死亡し、かつ相当期間（1週間を超えて）発見されな
かった事故（ただし、家族や知人等による見守りが日常的に
なされていたことが明らかな場合、自殺の場合及び他殺の場
合は除く。）」を集計したもの。

図1－2－6－19 　孤独死＊を身近な問題と感じるものの割合
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資料：内閣府「高齢者の健康に関する意識調査」（平成24年）
（注）対象は、全国60歳以上の男女
＊本調査における「孤独死」の定義は「誰にも看取られることなく亡くなったあとに発見される死」
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